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1.はじめに

日本列島の縄文時代遺跡から出土した食用植物は渡辺 (1975) により集約され、 208 遺跡から 39

種類の食用植物が出土したことが報告されている。その時点で北海道出土とされたのは 6 遺跡から

出土したオニグルミがあげられているだけであった。しかし、その後遺跡の発掘調査の中に土壌の

フローテーション作業や水選別作業などが導入されたことにより、北・海道の縄文時代遺跡からはオ

ニグルミなど 8 積類の霊果類と、キハダなど 15 種類の果実類、ノビルなどの鱗裏、栽培種のソノベ

ゴボウ、シソと栽培された可能性が強いヒエ属などが出土することがあきらかになっている(山田、

1993) 。

かつて山田(1 989) は北海道の縄文時代遺跡から出土したクリについて報告したことがあるが、

ここではその後新たに蓄積された資料を加え、クリについて再度控目して北海道での出現状況と分

布域の拡大等について考えていきたい。

2. 北海道に進出した冷漉帯林と遺跡出土の竪巣類

1)冷温帯林の進出

約 1 万年前の更新世末頃までの北海道の大部分は寒冷・乾燥した大陵性気候を背景として、トウ

ヒ属、モミ鹿、カラマツ属、マツ属などの亜寒帯性針葉樹が主となり、カバノキ属、ハンノキ属な

どの落葉広葉樹を交えた針葉樹林で覆われ、現在分布している冷温帯林要素であるコナラ亜属、ニ

レ謄、クルミ}龍、シナノキ属などといった落葉広葉樹のほとんどが姿を消していた。北海道に再び

冷温帯林が進出しその分布を拡大するのは完新世に入った 1 万年前以降からで、対馬海流が臼本・海

に本格的に流入し気候が急激に温暖化する約 8000 年前墳には内陸部の剣端盆地や吉良野盆地、オホ…

ツク海沿岸の浜頓別町でもコナラ亜属やニレ属、クルミ属などからなる冷温帯林が成立していたこ

とが明らかにされている(五十嵐ほか、 1993 、前回、 1985) 。しかし、完新世初期の冷温帯林の構

成要素には石狩低地帯付近を北限とするクリ、芯狩低地帯の東岸にあたる銭題付近を北限とするト

チノキ、黒松内低地帯を北 i寝とするブナなどは含まれていない。

トチノ牛やクリが北海道に進出した正確な時期は不明だが、約 8500 年前には本州の北端まで達し

ていたブナは(辻ほか、 1983) 、約 8500 年前から 5300 年前頃までには津軽海峡を越えて北海道西南

部に達し、約 800 年前頃には北桧山町に、そして約 350 年前頃までには現在の自生北限である黒松内

低地帯に達したとされている(五十嵐、 1990) 。

2) クりについて

クリ w出向 nea cren αtα8IEB. etZuee.) は暖帯の箆久島から冷温帯の北海道石狩・臼高にわ

※静修女子大学
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ルミ、ミズナラ、トチ

ノキ、クリの襲来皮や

子葉が出土する。

オニグルミ、コナラ

亜j醤のドングリ、トチ

ノキ、クリからなる竪

果類の 4 点セットが完

成するのは縄文時代後

期に入ってからで、低

湿地遺跡である後期中

葉の小樽市忍路土場遺

跡や、晩期の千歳市美々

4 遺跡などからオニグ

4口

1ロ

日ロ

第 1 図 竪泉や果実が出土した縄文湾代の遺跡分布図

(図中の番号は第 1 表と悶じ)
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3. 各遺跡でのクり

の出土状態

遺跡から出土したク

リに関する遺物には、

炭化もしくは水漬けと

なった子葉・堅果皮、焼失した住居祉などの床面等に分布する炭化した構造材、遺跡からよく出土

する炭化した薪炭材、低湿地遺跡から出土する構造材や木器と流木などがある。以下では、遺跡か

ら出土した子葉・堅果皮と木材の出土状態等について報告する(第 2 表・第 2 図)。

1)子葉・毘果皮

a. 木古内町鶴岡 2 遺跡

1989 年に発掘調査された前期後葉のサイベ沢 I 式土器を伴った C地区第 2 住居社内から、オニグ

ノレミの核片と一部が破損したものを合め 5 点のクリの子葉が出土。

b. 八雲町コタ γ温泉遺跡

1987 年から 1990 年までに発掘調査された前期後半期から後期前半期の貝塚が主体となった遺跡で、

前期末の円筒下島 d式土器を伴う 5K 層から 1 点、後期初頭の 4D-4 層から l 点、 4D----6 層か

ら 2 点、後期の包含層である班層から l 点のクリの子葉が出土(山田、 1992) 。

ていった冷温帯性器葉広葉樹の森から植物性の食糧資源を採集していたことがわかる(山田、 1993) 。

縄文時代の遺跡から出土した堅果類にはオニグ jレミの核・核片、コナラ亜属(ミズナラ・コナラ・

カシワ)、トチノキ、クリ、ハシバミの子葉・堅果皮、ヒシの刺針などがある(第 l 表・第 1 図)。

このうち縄文時代早期から出土するのはオニグルミ、ミズナラで、第 1 表に示すように主に北海道

中央から道東の 4 遺跡からの報告がある(山田、 1993) 。前期から中期にかけてはオニグルミとク

リが出土するが、コナラ韮属の竪巣が出土しているのは 2 遺跡からのみで、円筒式土器文化の大遺

跡が発見されている北海道西南部ではコナラ軍属の霊果類が頻繁に利用されていた痕跡は今のとこ

ろ発見されていない。また、中期後半期になると西南部の遺跡からトチノキの子葉が出土すること

から、この頃になってトチノキの堅果の利用が始まったものと考えられる。

げ

1997年 3 月第25号北海道開拓記念館研究紀要

時期 香号 遺跡名 オニゲルミ ミズナラ コナフ カシワ ?リ トチノキ ハシJ(ミ ヒシ キハダ ブドウ成 マ聖書ピ属 ミズキ属

1 手普広市八千代遺跡 。 。 。 。 。

2 函館市中野 A遺跡 @ @

早期 3 臨館市中野日遺跡 @ @ 。 。

4 笠t貰自Ji'Ili木 1 遺跡 。

5 ヰL線市8256遺跡 @ @

6 深川叩納内 6T隠付近道路 。 。 。 。 。 。

7 木省内町新進4遺跡 。 。 。

前期 B 木古内町鶴岡 2遺跡 。 。

9 八雲町コタン温泉遺跡 。 。

10用車部町ハマナス聖子遺跡 。 。 。

11七飯町大中山 26 遺跡 。 。

12同茅錦町臼尻日遺跡 。 。 。 。 。

中期 7 木古内町新道 4遺跡 。 。

13七飯町上路城 7遺跡 。 。 。 。

14受別市千歳 5遺跡 @ 。

15i自村指株遺跡 。 。

164軍海町伊帝仁チシネ 。 。

第 3皇室穴群遺跡

17小樽市忍銘ニ t~器遺跡 @ @ @ @ 。 @ @ 。 。

7 木古内町新進4遺跡 。 。 。 。

後期 18八袋町浜松 2遺跡 。 @

19八雲町浜松 5遺跡 。 。 。 。 @

20厚沢部町 1富倉石陰遺跡 。 。

21 予定市美.1< 4遺跡 。 。 。 。 。 。 。 。

22千魚市美与 2遺跡 @ 。 。 。 。 。

23七飯町~山遺跡 。 。

|晩期 24苫小牧市柏原 4遺跡 。 。 。

25千歳市ママチ遺跡 。 。 。 。 。 。

26千歳市キウス 7遺跡 。 。 。

第 1 表縄文時代の遺跡から出土した竪果類と玄な祭実
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※ O出土点数が少ない @出土点数が多い

たって普遍的に分布するブナ科クリ属の譲葉広葉樹木である。暖帯と温帯の間帯にあたる中間温帯

落葉広葉樹林は、クリ帯と呼ばれるほど普通に山野にクリが自生し、またよく植林されている o 暖

温帯林分布域では主要構成穏となり、照葉樹林分布域では二次林要素であるクリは、冷温帯林分布

域の北海道でも二次林要素となっている。

しかし、他の二次林要素であるミズナラ、コナラなどに比較するとその混成率は低く、北海道で

は人里近くで見かけることが多い。陽樹で適潤な土地を好み、谷あいまたは山腹の緩斜面に分布す

るものがもっとも旺盛に生育するが、乾燥に耐える性質を持っている樹木でもある。

札!幌市近郊の野幌丘陵に分布する野生クリの堅巣を採取し、十分に乾燥させた後に無作為に抽出

した卸値の堅果皮を剥いだ子葉の高さ、稿、淳さの最小値と最大値は、高さ1. 37 ~2.205em 、描1. 51

~2.105em 、厚さ 0.74~ 1. 685em で、計測平均値は高さ1. 799x 幅1. 85x 厚さLl 33em であった。また、

函館市近郊の一般家庭で自然状態で栽培されたクリについても同様の方法で計測した結果、高き

2.11~2. 73em 、幅 2.1 ~2.835em 、厚さ1. 26~2.07em で、計測平均値は高さ 2.415 x幅2.526x 厚さ1. 606

em で、栽培されていたクリの子葉がそれぞれ約 6 服部後大きい。

3) 遺跡から出土した堅果類

縄文時代早期にあたる約 8000 年前頃に北海道の低地に進出した冷温帯林は、森の恵みを居住して

いた縄文人に与えた。まだ数は少ないが北海道各地で発掘された縄文時代早期の 10 遺跡から脂肪に

富んだ子葉が摂取できるオニグルミの核片が出土し、その内の 3 遺跡からは澱粉質に叢んだミズナ

ラの子葉も出土するほか、果実のキハダやヤマブドウなどの種子も出土しており、分布域を拡大し



海道埋蔵文化財センター、 1986) 。

1984年と 1985年に発掘調査が行われた C地区では、後期後葉堂林式土器を伴ったCH- 2 住居祉

床面に分布していた構造材と推定される炭化物370点の樹種間定が行われ、内 7 点がクリ材であっ

たことが報告され(三野、 1988)、同住居並から採取された炭化物の 14C年代測定値は3280土 55y.

B.P.(KSU-98 1)である(北海道埋蔵文化財センター、 1987) 。

1985 年、 1986 年に発掘調査された D地区では、中期後葉の榎林式土器を伴った DH-9 住居祉か

らオニグルミの核片、クリの子葉片、ミズキの種子が、中期中葉の見晴町式土器を伴った DH-13

住居祉床面からオニグルミの核片、クリの子葉片が、前期後葉の円筒下層 d式土器に相当するサイ

ベ沢 IT 式， ill 式土器を伴った DH-14 住居社床面からオニグルミの核片、 ミズナラ、クリの子葉片

が出土した(北海道埋蔵文化財センタ一、 1988a) 。

1986 年に発掘調査された G地区では、床面から前期後葉の土器が出土したフラスコ状土壌 GP­

31 床面と覆土中からオニグルミの核片とクリの子葉が出土し、中期後葉の土器を伴った GH- 5 住

居祉覆土からクリの子葉片、後期前葉の土器を伴った GH-9 住居祉覆土からオニグルミの核片と

クリの子葉、後期後葉の土器を伴った GH-4 住居社震土からオニグルミの核片、クリの子葉片が

それぞれ出土した(北海道埋蔵文化財センター、 1988a) 。

-20-

時代 番号 道 跡 名 遺 4書名 共伴した土器 子葉.~果皮 炭化材

a 木古内町鶴岡 2遺跡 2号伎后i止 サイベ沢 I 式 。

b 八雲町コクンi昌泉遺跡 長時~5 kfiil 円筒下組 d式 。

前期 c 木古内町新道4 遺~;ji GP-31土織 内筒下l箇 c式 。

DH-14往庭I止 門街""F眉 d式 。

d 南茅部町ハマナス野遺跡 UP-225土壌墓 門街下讃 d式 。

d 南茅部町ハマナス野遺跡 130号住居I止 サイベiRVII式 。

e 南*郡日I自民8遺跡 10号住居t止 サイベiRVII式 。

255号伎后1止 サイベiRVII王立 。

f 七飯町大中山26遺跡 GP-18ニt壊 サイベ沢VII式 @

DH-13住居1止 見晴町式 。

DH-9住居I止 榎林式 。

GH・5住居I止 中期後葉 。

中期 c 木古内町新進4遺跡 BH-16伎居I止 中期後~ 。

BH-6伎島I止 中期末 。

BH・9住怠I止 中期末 。

BP嶋51 ，90 ，91 中五月末? 。

g i議館市石Jill 遺跡 H・5伎屡t止 中期中束 。

h 函館市捻使 2遺跡 KH-14伎E華社 中期中莱 。

函館市四捻I~D遺跡 1 号住居I止 中期後葉 。

七飯田T上朗波7遺跡 HP-3住居I止 中の平II式 。 。

k 函館市西股遺跡 伎E華社・土績 ノダッブII式 。

受jjlJ巾千主主 5遺跡 造物包会l箇 煉瓦台式 @

符3 八雲町浜松 5遺跡 5号住居I止・ 21 号土績 魚崎式 。

GH-9住E華社 後期前菜 。

c 木古内町新道4遺跡 CH-2俊足きt止 堂林式 。

GH-4住居きI止 後五丹後葉 。

後期 n 八雲町浜松 2遺跡 3号住居i止・ 1 ， 3号土損 ホッケ澗式 。

。 小得市忍路土場i量跡 漬物包含厨 ホッケ澗式 @ 。

F 南茅部町怠光8遺跡 1 ， 2 ， 6号{主后i止 ホッケ澗式 。

q 衛茅割日宙T箆埼 N遺跡 H-25住居I止 ホッケjl'.，式 。

r 午書室市キウス 7遺跡 H-5住居I止 ホッケ澗式 。

s 千歳市宍1< 4 遺跡 遺物包念層 締殿山式 。 。

晩期 t 七飯町J!l!山遺跡 続二t 大洞C2 、 A式 。

r 千綾市キウス 7遺跡 t尭土 J;>ンネトウ L式 。

山田悟郎・柴内佐知子:北海道の縄文時代遺跡から出土した竪果類
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d. 南茅部町ハマナス野遺跡

1983 年に発掘された中期中葉サイベ沢 vn式土器を伴った第 130 号住居祉西壁際床面からクリの子

葉が出土(南茅部町教育委員会、 1984) 。出土したクリのうち完形なもの 3 点の計測髄は、高さ1. 0

×橘1. 0cm 、高さ 0.8x 幅1. 15cm 、高さ1. 0x 幅0.75cm である。また、 1994 年に発摺調査された円筒下

d式土器を伴った前期末頃の土墳墓 UP-225 の境底から、クリとブナの炭化材が検出されてい

る(三野、 1996a) 。

e 南茅部町田尻 B遺跡

1978 年に発掘調査された中期中葉のサイベ沢 vn式土器を伴った 10号住居社内の土墳から、クリの

子葉、マタタビ属、ウルシ属などの種子が出土 CG.Crawford 、 1983) 。また、 1987 年に発掘調査

されたやはりサイベ沢潤式土器を伴う 255 号住居祉のニ次的使用面 (X 2層)からも炭化したクリの

子葉が出土した(山田、 1989) 。

f.七飯町大中山 26遺跡

1988 年に発掘調査された中期中葉サイベ沢 vn土器を伴った GP-18 土墳下部の、炭化物に事んだ

土壌中から小片と 30 点以上の完形なクリの子葉の出土が報告されている(七飯町教育委員会、

1989) 。

g. 函館市石 Jill 遺跡

1985 年から 1987 年に発掘調査された、中期中葉の土器を伴った H-5 住居床面には構造材の一部

が残存しており、採取された 93点の炭化材の樹種悶定を行った結果、不明とされた 4 点を除く全て

がクリ材と報告されている(三野、 1988a) 。

h. 画館市結梗 2 遺跡

1987 年に発掘調査された中期中葉の KH-14 住居枇から 176 点の炭化材が採取され、樹穣同定で

内137 点がクリ材と報告されている(三野、 1988b) 。床面上位の覆土 5 層から採取された炭化材の M

C年代測定値は 3900 土40y. B. P. (KSU-1655) である(北海道埋蔵文化財センター、 1988c) 。

1.函館市西桔槙D遺跡

1973年に発掘調査された、中期後半の l 号住居祉床面に構造材と推定される炭化物が床面に分布

していた(千代縮、 1974)。そのなかから 15点が採取されて樹穣同窓が行われ、 5 点がクリ材と報

告され(石田、 1974)、同住居祉から採取された炭化物の 14C 年代祖，11定値は3650~4320y.B.P.

(G紘一4430~4438) が得られている(木越、 1974)。

j，七飯町上藤城 7 遺跡

1990年に発掘調査された、中期末の 1 号住居によって切られた漬物包含層盟属中に形成された F­

8 焼土から約 l 倒体分のクリの子葉(高さ0.95x 幡1.2珊)と堅果皮片が出土(山田、 1991)。また、

中期後葉中の王手E式相当土器を伴った HP-3 住居床直には約200点の構造材と推定される炭化物

が分布し、その内21点の樹種間定が行われ 2 点がトネリコ属で偽は全てクリ材であったほか、 HPー

し HP-4 からの'燃料材と推定される炭化物12点の内 5 点がクリ材であった(三野、 1991)。

k. 函館市西股遺跡

1973年に発掘調査が行われ、中期末から後期初頭のノダップ立式土器を伴った 9 軒の住居祉と土

墳から採取された38点、の燃料材と推定される炭化物の樹種間定が行われ、 3 点のクリ

告されている(矢野・三野、 1974) 。

1.登別市千歳 5 遺跡

1984年に行われた発掘調査で、 E-1 -c-ωハ区の中期末から後期初頭に相当する

C. 木古内町新道

4 遺跡

1985年に発掘調査

されたB地区では、

中期末の土器を伴っ

た BH- 6 住居祉と

BP-51、 90、 91土

墳からクリの子葉が

出土し、中期末の土

器を伴った BH- 9

住居故西側床面の構

造材と推定される炭

化物中の 5 点につい

て樹種同定を行った

結果、 5 点ともにク

リ材で、その 14C年

代測定値が3990土70

y_B.P.(KSU-120 1)、

さらに中期後葉の土

器を伴った BH-16

住居祉から採取され

た躍根材と推定され

る炭化物の一部がク

リ材であったことが

報告されている(北
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※ O出土点数が少ない @出土点数が多い

第 2 表 北海道の遺跡から出ゴこしたクリの堅果と木材の出土状況
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or

ター、 1989) 。また、多量に出土した木製品の一部について樹種間定が行われ、 1 点、だけであるが

クリ材を利用した建材を二次加工した木製品の出土が報告されている(北海道埋蔵文化財センタ…、

1989) 。

P. 南茅部町磨光 B遺跡

1995 年に発摺調査が行われ、後期中葉のホッケ潤式土器などが伴った 1-3 号住居祉と 6 号住居

社床面に分布していた構造材と推定される炭化物の樹種同定が行われ、 l 号、 2 号、 6 号住厨から

クリ材の出土が報告されている(三野、 1996b) 。

q. 南茅部町鷲崎 N遺跡

1993 年に発掘調査が行われた、後期中葉のホッケ澗式土器を伴う住居祉に類似した構造の H-25

住居中央の地床炉上から採取された燃料材と推定される炭化物と、時期不明の土墳 P-44 覆土中か

ら採取された炭化物の樹種同定が行われ、クリ材の検出が報告されている(三野、 1996a) 。

r. 千歳市キウス 7 遺跡

1993 年から 1995 年に発掘調査された、後期の住居社床面や後期から晩期にかけた遺物包含属中の

焼土からクリの子葉、オニグルミの核片、ミズキ属ウルシ属など 5 種類の果実種子、ネギ属の鱗茎

などの出土が報告され、焼土からのクリの子葉の年代は晩期末とされている(吉崎・椿坂、 1996a) 。

クリの子葉中で計測できたもの 1 点の計測値は、高さ1. 04x 幅1. 16c IIlである o また、縄文時代後期

中葉ホッケ潤式土器を伴った H-5 住居祉床面に分布していた構造材と推定される炭化物 43 点の樹

穫期定が行われ、内 1 点がクリ材と報告されている(北海道埋蔵文化財センター、 1996) 。

s 千歳市美々 4 遺跡

1978 年に発掘調査が行われた、美沢}IIの m濫源下に堆積した後期末から晩期の遺物旬合震から、

人工遺物とともにオニグルミの核、ミズナラ、ハシバミ、トチノキ、ヒシの堅果・堅果皮に混じっ

て小片となったクリの襲果皮 46 点が出土(矢野・尾上、 1979) 。また、加工痕や焼け焦げのある木

片128 点中から 4 点のクリ材が検出され、 50 点の流木中からも 1 点のクリ材が検出されたことが報

告されている(三野、 1979a) 。

t.七飯町聖山遺跡

1976 年と 1977 年に発掘調査が行われた娩期後半の遺跡で、 Loc.9 の12-47 夕、りッド illa 属、 10­

48 グリッド及び 10-04 グリッドの焼土から各 1 点のクリの子葉が出土している o 年代は娩期と考え

られるが、報告書にはこれらの記載はない。

静狩式、煉瓦台式土器などが出土した暗褐色土 E膳から、多量の炭化した::tニグルミの核とクリの

子葉が出土しており、その 14C 年代測定値は 4210 土55y.B.P. (KSU-964) と報告されている(北海

道埋蔵文化財センター、 1985)0

ffi. 八雲町浜松 5 遺跡

1992 年と 1993 年に発掘調査された、後期前葉の鳥崎式土器を伴った 5 号住居祉床麗直上と 21 号フ

ラスコ状土壌の覆土中、後期の遺物包含層である盟鴎中から、炭化したクリの子葉と竪果皮片、ミ

ズナラ、コナラ、カシワの子葉、オニクツレミの核片、エゾニワトコの種子、ヒエ属頴果、タデ属疲

果、エンレイソウ罵紫果が出土(山田、 1995) 。このうち、クリの子葉と竪果皮の出土震が多いが、

ほとんどが細かな破片で完形に近いものは 4 点で、その計担， tl値は高さ1. 25X 幅2.11c lIl、高さ1. 38 X

幅1.63cIIl、高さ 0.9x 幅1.65cIIl、高さ1.l9x 幡1.32cIIlである。

n. 八雲町浜松 2 遺跡

1990年に発掘調査がおこなわれた、後期中葉のホッケ澗式土器を伴った 3 号住居祉床面と炉跡か

らクリの子葉片と竪果皮片、オニグルミの核片が、 1 号土壌墳底部と 5 号土壌壌底部の焼土中から

クリの子葉片と堅果皮片が出土した(山田、 1991b)0 3 号住居並及び 1 号土墳からの出土量は数

片もしくは数十片であったが、 5 号土墳墳底からのものは長軸 3 l1lm-l 盟国前後の子葉片、堅果皮片

310ccほどの震であった。

o. 小樽市忍路土場遺跡

1985年から 1987年までの 3 カ年にわたって発掘調査が行われた後期中葉のホッケ澗式土器を主体

とした低湿地遺跡で、土器、石器、各種木製品、漆器、織維製品、構造材などとともに、オニグル

ミ、クリ、ミズナラ、コナラ、ハシバミなどの襲果類やハイイヌガヤ、キハダなどの果実種子、 18

種類からなる多量の植物

遺体が出土している lほまか、

栽培植物のシ

キ、ゴボウなどの種子も

出土した(矢野、 1989)。

このうちオニグルミの核

の出土量がもっとも多く、

1/2 値体のものや破片

等を含めると約25 ，300点、

で総重量が32.89kg 、 ト

チノキの竪果や子葉片が

約2 ，600点で総重量が737

g、クリは 1/2 個体の

堅果や子葉片、堅果皮片

を含めて約3 ，900点で総

重量375 g が出土してい

る。植物遺体は景・数と

もに、主遺物包含層であ

る 3 層からの出土である

(北海道埋蔵文化財セン

ピ〉・s

げ

以上が縄文時代の遺跡から出土したクリであるが、これらのほかに続縄文時代の低温地遺跡であ

る江別市江別太遺跡や、七飯町大中山 5 遺跡、札幌市 K135遺跡からクリの子葉や霊果皮が出土し

ているo なかでも、札幌市 K135遺跡の多数の焼土からは約1 ， 700個体に相当する量の炭化したク

の子葉が出土しており、完全な形を保っていたものについての観察では、そ

い穴が穿たれ、紐を適しでぶら下げて乾燥保存された状態を示すものであったという

また、続縄文時代の低湿地遺跡である江別市江別太遺跡からは立杭・柱として利用されたクリ

(三野、 1979b)、擦文時代の小樽市鶴島B遺跡の鍛冶遺構からは、鍛冶の際に燃料材と

れたクリ材が検出されている(三野、 1989)。

1 ・

第 2 凶 クリの竪泉と木材が出土した遺跡分布

(凶中の a 、 b 、 c は第 2 表と同じ)
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ているものでも貯蔵された状況で出土することはなく、焼土や他の炭化物などとともに鹿棄された

ものである。また、その木材も前期末頃から燃料材や住居の構造材として使用され始めているo

現在のところ北海道でもっとも古い時期から出土しているクリとしては、円簡下j欝 C 式土器やサ

イベ沢 I 式土器が伴った木古内町新道 4 遺跡 GP-31土墳、円筒下層 d式土器に相当するサイベ沢

豆、班式土器を伴った同遺跡 DH-14住居祉、サイベ沢 I 式土器が伴った関町鶴岡 2 遺跡 C地区 2

考住居祉、円筒下層 d式土器が伴った八雲町コタン温泉遺跡員壕の 5K層からの子葉と、円筒下層

d式土器を伴った南茅部町ノ、マナス野遺跡 UP-225土墳からの炭化したクリ材があげられる。出

土例は少ないがいずれも前期後半から前期末のもので、出土場所も木古内町や南茅部町といった渡

島半島西南地域に限られる。南茅部町の前期末の遺跡からクリ材が出土している事実は、この頃に

は材が利用できる程度にクリが成長していたことを示すものと考えられる。

中期になると、前期にクリが出土していた木古内町新道 4 遺跡や南茅部町ノ、マナス野遺跡はもち

ろん、函館市や七飯町などの津軽海峡に面した地域やその周辺部でクリの子葉が食糧資額として、

クリ材が住居の構造材や燃料材として利用され始め、中期中葉のサイベ沢VJI式土器から中期後葉お

よび末期になると遺跡数や出土遺構が急増する。さらに、中期末までには渡島半島を越えた北に進

出し、登別市千歳 5 遺跡から多量のクリの子葉が出土する。

今のところ、石狩低地帯周辺の前期から中期の遺跡から竪果や炭化木材などが検出されることは

なく、遺跡からクリの存在が確認できるのは後期中葉のホッケ澗式土器が使用される頃になってか

らである。日本海側では小樽市忍路土場遺跡、石狩低地帯内陸部ではキウス 7 遺跡出土の子葉や木

材が北海道中央部ではもっとも古い時期にあたるo 北海道中央部では、この頃になって初めて子葉

が食糧資掠の一部として利用でき、木材が住居の構造材や燃料材として利用できる状況に達したと

考えられる占

3) 北進したクリ

クリが縄文人によって管理・栽培されていたであろうことは酒詰(1961)や、西田(1981)、千

野(1984)、安田(1984) などで指摘されていたところである。しかし、最近発掘調査が行われた

三内丸山遺跡の発掘調査で得られた成果から、安田(1995) では前・中期にナラやカエデなどの落

葉広葉樹の森を破壊して人工的にクリ林をっくり出していたと指摘しているほか、遺伝子分析から

クリの栽培を証明する試みもなされている。

一方、クリの竪果の大きさの変化から、那須 (1983) は大阪市長原遺跡、清水市天王w遺跡など

の縄文時代晩期の遺跡から出土した大きなクリの堅果の存在から、人為的な選抜を受けて淘汰され

た栽培品ではないかと指摘し、南木 (1994) 刊は本州各地の追跡から出土した竪果の大きさの比較か

ら、阜期には現在の野生種と同様な大きさのものを利用L、内前期には野生積と比べると幾分大きな

ものが出現し始め、中期になるとさらに大きなものが見られ、後・晩期には現在の栽培種と詞様な

大きさのものが現れるとしている。クリは古くから管理~・栽培されたのではないかと指摘されてき

たが、ー最近は縄文人によって積極的に栽培さ

先にも述べたように、完新世初期に成立した

縄文時代早期の遺跡から出土した植物遺体の中仏

も古い時期にあたる函舘市中野A遺跡では17軒の住居

住居祉と39基の土壌からなどの遺構床面や炉跡などか

したのはオニグルミの核片とキハダの果実と種子、キイ

属、ブドウ鴎の種子などに限られる(古椅・椿坂、 1993、
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4. 北海道におけるクリ利用の韻始と分布域の拡大について

1)本州におけるクリ利用の開始

縄文時代早期におけるクリ利用については、福井県鳥浜員塚で早期の遺物包含層からクリの堅果

や燃料材が出土した報告や(西田、 1979) 、早期の静岡県沼津市元野遺跡から土境中に貯蔵された

クリが出土したことから、縄文時代早期から既にクリが食糧資源とされていたとする指摘がある

(渡辺、 1982) 。また、琵聾湖南端に位寵した滋賀県粟津湖底遺跡で、縄文時代早期に形成された「ク

リ壕J が発見され、多量のク I) やコナラ属、ヒシ属の果皮やヒョウタンの種子が発掘され、西日本

でも縄文時代早期の早い墳からクリが利用されていたことが明らかにされている(辻ほか、 1992) 。

しかし、早期においてクリの利用例が明らかにされた数は少なく、その利用例に関する報告が増

加するのは前・中期からである。潮見 (1972) では、前期の新潟県鍋屋町遺跡、長野県寵畑遺跡、

岡県中越遺跡の住居祉と、長野県大門北遺跡の貯蔵穴からクリの整果の出土が記載されているが、

中期になるとその出土例はさらに増加している o クリ材の利用例をまとめた千野(1 984) によると、

前期の埠跡で‘燃料材としてクリ材の利用があきらかになったものとして、東京都多摩ニュータウン

No.3 、 No.514 遺跡があげられているだけで、構造材・燃料材としてクリ材が多用されるのはやは

り中期に入ってからである。

花粉分析結果からも前期から中期にクリが増加したとする報告がある。富山県大門町小泉遺跡の

花粉分析結果では、縄文時代前期 lこ遺跡が形成されるとそれまでに分布していたハンノキ林がカエ

デ属、クリノキ語、トチノキ属、ブドウ科、ウルシ属、アカメガシ科等からなるこ次林的性格の強

い雑木林に森林構成が代わり、クリノキ属の出現率が 65% 以上の高率となり、この頃には既にクリ

が人聞の保護下にあったとしている(安田、 1984) 。また、神奈川県相模原市東海大学構内王子ノ

台遺跡でも、縄文時代前・中期の層準でクリの花粉の出現率が 30~40% の高い出現率を示し、クル

ミも高い出現率を示すとしている(安田、 1995) 。

一方、縄文時代早期から平安時代にわたる埼玉県大宮市寿能遺跡では、前期から平安時代頃まで

遺跡の周毘はクリークヌギーナラ類を主体とする二次林的な林で、前期の包含層から発揚された流

木の約 10% がクリ材であったものが、中期には 30.5% 、後期には 26.2% と増加し(鈴木ほか、 1982) 、

クリの堅果は前期では出現しないが中・後期の遺物包合層中から出土することが報告され(巴田、

1982) 、関東地方では前期から中期にかけてクリが増加したことを知ることができる。

かつて、東北地方の青森県では前期円筒下層 c 、 d 式土器が主体となった青森市波館平間遺跡か

らの出土例が古いものであったが(渡辺、 1975) 、最近注目されている青森市三内丸山遺跡からは

前期円筒下篇 a 、 b式土器の遺物包含層からクリ果皮や子葉の出土が報告されている(向田・伊肱

1995) 。また、三内丸山遺跡で谷下流部の泥炭の花粉分析を行った安田(1 995) は、約 4200 年前よ

りも下位の届準ではナラ、カエデ、シデ、ハンノキ、ヤナギの花粉が高い出現主与を示すが、約 4200

年前頃になると炭片が増加しそれまで高い出現率を示していた花粉が減少し、代わってクリの花粉

が一時的に 60% 近くの高い出現率そ示すことから、縄文人がナラやカエデの森と答底周辺のハンノ

キーヤナギ林を焼き払って意識的にクリ林を作り出したとした。青森県ではこれまで知られていた

よりも古い前期円筒下層 a式土器の頃からクリの利用が始まり、前期末から中期にかけて人工的に

クリ林が造られたことが明らかになった。

2) 北海道におけるクリ利用の開始

北海道ではクリの自生北限である石狩低地帯以南の地域で、縄文時代前期後半から晩期にかけた

遺跡からクリの子葉が出土している。いずれも住居祉内からの出土例が多く、土壌などから出土し
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筒下膳 a 、 b式土器を伴った多数の住居祉が発掘された繭舘空港第 4 地点からはオニグルミの核片

が出土した樫度でクリは含まれていない。早期から前期中葉の遺跡でクリの炭化材は発見されてい

ない。

このように、今のところ津軽海峡に面した渡島半島西南部においては縄文時代阜期から前期中葉

にかけてクリを利用した形跡が見られず、クリが自然分布していた可能性はきわめて少ない。これ

までの資料をもとに判断すると、クリは縄文時代前期後半になって土器文化露を共有していた津軽

海峡対岸の青森県内の遺跡から北海道の津軽海峡に面した地域の遺跡に持ち込まれ、食糧資源およ

び構造材としての有用性からそれぞれの遺跡で管理・栽培され、人間の関与のもとに時代の経過と

ともに次第にその分布域を北に拡大し、中期末には北海道中央部西南の登府市付近まで分布域の拡

大が完了しており、後期中葉までには小樽から石狩低地帯までの北海道中央部に達したと考えるこ

とができるo

小さな竪果しか実らず人間にあまり利用されることがなかったブナが、約6000年前頃に北海道に

上陸し、現在の自生北限である黒松内低地帯に達したのが約350年前のことであったのに対し、ク

リが北海道に上陸したのが約4200-4000年前の前期後葉で、石狩低地帯に達したのは約3200-3000

年前の後期中葉のホッケ澗式土器の頃である。クリは北海道に上陸してから自生北限地での利用が

開始されるまでに約1000年程しか要しておらず、ブナのように自然状態で分布域を拡大しその自生

分布域を北上させたとは考えがたい。

出土したクリの子葉は炭化したため砕けたものが多く、計測可能な形なものは少ない。中期中

葉のハマナス野遺跡出土の子葉が高さ0.8-1.0X踊0.75-1.l5cmで、炭化して収縮したとはいえ現

在札幌近郊に分布する野生種のクリよりも小さい。だが、後期中葉の浜松 5 遺跡出土のものは高さ

0.9-1.38x 幅1.32-2.11cmで、炭化収縮していることを考えれば現在の札幌近郊に分布する野生穣

と向じか幾分肥大した大きさとなっている。また、 l 点ではあるが石狩低地帯内陸部の晩期末の子

葉は高さ1.04x 幅1. 16cmで、炭化したにしても周囲に分布する現生の野生穫に比べてもかなり小さ

い。続縄文時代の札幌市K135遺跡で出土したクリの子葉の内、完形で計調IJ可能な 20点の最小・最

大値は、高さ 10.5-17.0x幅11.5-18.5x厚さ 6.0-9.5醐で(上野、 1989)、炭化収縮したことを考

えれば現在の札幌市近郊に野生するクリの子葉の大きさに近い億となる。気候環境が厳しい北海道

で・は、クリが人間によって管理・栽培されていても本州で出土しているような大きな堅果は実らな

かったようである。

ところで、青森県三内丸山遺跡では前期中葉の円筒下j欝 a ・ b式土器期の廃棄フ'ロック中からm ・

鉢・櫛などの漆器が出土している(岡田、 1995)。一方、津軽海映北岸の北海道側でもクリの子葉

や木材が出土している、木古内町新道 4 遺跡 CH- 5 住居栓に近接した斜面や沢底には、前期末の

円筒下層 d式土器を伴った同住居祉の頃に形成されたと考えられる土器捨て場があり、その中から

盆状の漆器が出土し(北海道埋蔵文化財センタ一、 1987)、南茅部町ハマナス野遺跡からは前期中

葉の円筒下層 b式土器並行の土器を伴った前期前半 UP-228土壌墓から盆状の漆器が出土してい

る(小林・三野、 1995)。漆器や漆器の制作技術は前期中葉の円筒下層 b式土器の時期に土器文化

闘を共有していた青森県から渡来してきた可能性が強く、クリもこの時期に漆器や偽の文化要素と

し、霊泉や木材がその後に続く円筒下層 c 、 d式土器の時代になって利用可能になって

も考えられるのであるo

5. おわりに

現在、北海道では縄文時代から近世までの100カ所以上の遺跡から30種類近くの野生植物と、 17

種類の栽培植物が利用されていたことを示す植物遺体が出土しているo

クリもその一つで、縄文時代の14遺跡と続縄文時代の 3 遺跡から子葉・竪果皮が出土し、木材も

住居の構造材や燃料材として利用されていたことが縄文時代の12遺跡と続縄文時代・擦文時代の 2

遺跡で確認された。今後狩われる遺跡の発掘調査によりクリに関する資料の蓄積がさらに増加する

と考えられるが、これまでの資料をもとにすると、クリはもともと北海道に自生していた樹木では

ない。たぶん本州中部や近畿地方に分布していたものが、縄文・海進時の温暖な気候を背景として分

布域を拡大したもので、その背後には食料として、また踏朽しにくい木材の性質の有用性に着目し

た縄文人の活動があったものと考えられる。縄文時代前期中葉に東北地方北部に達したクリは、土

器形式でー形式が経過した頃には津軽海峡を越えた北海道の渡島半島に達している。その時北海道

に持ち込まれたのクリだけではなく、数多くの他の文化要素も詞時に渡来した可能性がある。まだ

出土数は少ないが、クリの出現時期とほぼ同じ頃に登場した漆器や、その麗後に出現する、

G.Crawford(1 983) によって存在が確認された栽培穣のソパや栽培されていた可能性が強いヒエ

膳がそれである。

その後クリは約 1000 年を要して後期中葉までには北海道中央部にまでその分布域を拡大する。

北海道一丹に分布域を拡大し全道が同じ土器文化圏となった後期中葉には、クリも他の文化要素と

ともに各地に進出したことが予想されるが、気候環境がより厳しくなる石狩低地帯以北に進出して

いた報告は今のところ得られておらず、中間温帯落葉広葉樹林によく分布するクりも、当時の管理・

栽培技術では、東北地方北部と土器文化圏が共有できた石狩低地帯まで達するのが限度であったと

考えられる。しかし、アク抜きなどの処理をせずに食用でき、コナラ亜属のドングリのように結実

に周年変化が少ない堅果の収穫は、北海道に居住した縄文人にとって食糧資源のーっとして期待さ

れたものと考える。

おわりにあたって、いつも指導・助蓄をいただいている静修女子大学吉蛸昌一教授と北海道大学

埋蔵文化財調査室棒坂恭代氏に感謝の意を表する o
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NutsexcavatedfromJomonSitesofHokkaido
-Especiallyaboutchestnuts-

GoroYAMADA,SachikoSHIBAUCHI

FromremainsoftheJomonPeriodinHokkaidoeightkindsofnutssuchasJapanesewalnut,

fifteenkindsoffruitsandseedssuchasAmurcorktree,bulvesofonion, seedsofbuckwheat,

burdockandbeefsteakplant,seedsofbarnyardmilletwhichseemstobecultivated,werediscovｭ

ered.Thisfactsuggeststhatactiveutilizationofplantfoodresourceswereundertakenduring

theJomonPeriod.InearlyJomonPeriodutilizationofnutsandtreesofchestnutsbegan即時

tivelyinKinkiandTokairegionsofwesternJapan,andalittlelaterinearly-middleJomon

PeriodtheywereutilizedinKwantoandTohokuregionsasfoodresources , structure materials

ofhousesandfuelmaterials.IntheremainsofSan-naiMaruyamasite,AomoriPrefecture,

utilizationofnutsisrecognizedalreadyinearlyJomonPeriodandartificialmakingofchestnut

forestbeganinlateearlytomiddl1eJomonPeriod.InHokkaidoremainsofnutsandwoodsof

chestnutsareknownfromonepotteryagelaterthantheSan-naiMaruyama(lateearlyJomon

Period)andtheyarerestrictedinareafacingattheTsugaruStraitoraroundit.Inmiddle

JomonPeriodremainswherefrequentutilizationofchestnutscanberecognizedincreasein

numbers , andremainsofhousesinwhichlargelychestnuttimberswereusedasconstructionm仕

切rials arealsodiscovered.BylastmiddleJomonPeriodthedistributionofchestnutsremains

spreadintomarginsofsouthwesternHokkaido.ItisnotuntillatemiddleJomonPeriodthat

utilizationofchestnutsareaurelyrecognizedinthelshikariLowlandwhereistheplaceof

northernlimitofnaturalgrowthofchestnuts.Thiscorrespondstothetimewhenthesamepot 倫

teryculturecirclewasrealizedinoverallHokkaido ,andfromthistimeonsimultaneousutilizaｭ

tionofJapanesewalnut-acorn-chestnut-horsechestnutcouldbeutilizedasafourpointsetin

thesouthernregionsofIshikariLowland.Ittookabout1,000 yearsthatchestnutsappeared

firstlyinHokkaidoandarrivedatthenorthernlimitoftheirnaturalgrowth.Thespreading

rateofchestnutsismuchfasterthanbeechwhichtookca.5,300years untilitarrivedat

KuromatsunaiLowLandwhereisthenorthernmarginofnaturalgrowth.Itisconsideredthat

onthebackgroundtherewereactivitiesofpeoplewhonoticedalargeutilitiesofchestnuts.

Chestnutsaresaidthattheyarecultivatedandcontrolledbyhumanactibity,andth

nuqo


